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[1] 化学物質関係事故、事件関係 

◇労働災害発生状況  

＜厚生労働省 2022年 4月 18日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=u0EekF73YBIGrhkpY 

業種、事故の型別死亡災害発生状況（令和４年） 

（令和 4年 4月 4日現在） 
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全産業 56 9 2 13 11 15 26 2 0 3 2 3 0 2 0 8 22 2 0 0 0 176 

  製造業 5 0 1 5 2 2 13 0 0 1 0 2 0 2 0 8 1 0 0 0 0 42 

  鉱業 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

  建設業 24 3 0 1 5 6 7 1 0 0 0 1 0 0 0 0 5 0 0 0 0 53 

  

交通運

輸事業 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2 

  

陸上貨

物 

運送事

業 

6 1 0 3 2 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 20 

  

港湾運

送業 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

  林業 1 1 0 0 1 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 

  

農業、

畜産・

水産業 

1 0 0 1 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 

  

第三次

産業 
18 4 1 3 1 3 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 10 1 0 0 0 45 

商業 4 1 1 2 0 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 17 
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うち小

売業 
3 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 11 

金融・広告 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 

通信 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

保健衛生業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 

  

うち社

会福祉

施設 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 

接客・娯楽 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 

  

うち飲

食店 
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

清掃・と畜 6 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 9 

警備業 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 5 

その他 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 7 

---------- 

◇吉野家常務が不適切発言 若い女性を「薬物漬け」 

＜共同通信 2022年 4月 18日＞ https://nordot.app/888659008857915392?c=39546741839462401 

 牛丼チェーン「吉野家」は 18日、伊東正明常務（49）が早稲田大主催の社会人向け講座で、若者を狙ったマー

ケティング戦略に関して「生娘がシャブ（薬物）漬けになるような企画」と発言していたと明らかにした。吉野

家は「極めて不適切であり、人権・ジェンダー問題の観点からも到底許容できるものではない」と謝罪し、伊東

氏の処分を検討している。 

 インターネットの交流サイト（SNS）では、講座の参加者によるとみられる投稿に対し、伊東氏の発言を批判す

るコメントが殺到して大きな騒ぎとなっている。 

 吉野家は、親子丼の新商品に関する発表会を 19日に予定していたが、急きょ中止した。 

-------------------- 

◇事業所等の火災 

・「北九州の台所」旦過市場で火災、消火活動続く けが人の情報なし 

＜朝日新聞 2022年 4月 19日＞  

https://www.asahi.com/articles/ASQ4M24Q4Q4MTIPE002.html?iref=comtop_7_05 

 19日午前 2時 40分ごろ、北九州市小倉北区魚町 4丁目の旦過（たんが）市場の店で「火が出ている」と男性

から 119番通報があった。市消防局や福岡県警小倉北署によると、ポンプ車など 26台が出動し、午前 6時 40分

現在も消火活動が続いている。けが人の情報は入っていない。 

 旦過市場は JR小倉駅から約 600メートル南にあり、魚や野菜などの店が密集する。100年以上の歴史があり、

「北九州の台所」と呼ばれて親しまれている。 

「辺りが明るくなるほど」激しい炎 

 「けたたましいサイレンに驚き見にきた」という 60代の周辺住民の女性は「市場は狭い道が入り組んでおり消

防車が入りづらい。火の勢いが強く、消火活動は大変なのではないか」と心配していた。近くで飲んだ帰りだと

いう 40代の男性は「辺りが明るくなるほど炎は激しかった。北九州市の観光名所だから残念です」と話した。 

 旦過市場には鮮魚や野菜、飲食店など 100店以上が密集し、2021年の市の調査では一日平均約 6千人が通行す

る名物商店街。市は浸水対策や老朽化などのため再整備を進めており、23年度には商業施設が新設される計画と

なっている。 

---------- 

・餃子メーカー「八洋食品」本社工場で火事 

＜九州朝日放送 2022年 4月 17日＞ 

https://kbc.co.jp/news/article.php?id=8512998&ymd=2022-04-17 
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１６日夜、福岡県新宮町の餃子専門メーカー八洋食品の本社工場で火事がありました。火はおよそ２時間半後に

消し止められ、けが人はいませんでした。 

警察と消防によりますと、１６日午後７時ごろ糟屋郡新宮町で「工場から煙が見える」と警備会社から１１９番

通報がありました。消防車６台が出動し、火はおよそ２時間半後に消し止められましたが、建物２階の具材調理

室などおよそ３００平方メートルが燃えたということです。 

警察によりますと、火災が感知されるおよそ１０分前には、全従業員が退勤していて、建物内に人はおらずけが

人はいませんでした。警察は、電気系統のトラブルの可能性なども視野に出火原因を調べる方針です。 

八洋食品株式会社は、市販のチルド餃子や冷凍餃子が人気の食品メーカーです。ホームページによりますと、本

社工場は、餃子など１日１２０万粒の生産能力があるということです。 

---------- 

・ＴＤＫにかほ工場、ダクト付近から出火 けが人なし 

＜秋田魁新報 2022年 4月 16日＞ https://www.sakigake.jp/news/article/20220416AK0029/ 

 １６日午前５時半ごろ、秋田県にかほ市平沢字立沢のＴＤＫエレクトロニクスファクトリーズにかほ工場北サ

イトで、建物内のダクト付近から出火し、天井約２５平方メートルとダクトの一部が焼け落ちた。けが人はいな

かった。 

 由利本荘署などによると、火災報知器の作動に気付いた男性従業員が、ダクト付近から炎と煙が出ているのを

発見して１１９番した。 

---------- 

・東京・板橋区の住宅密集地で火災 工場や住宅など 6棟焼ける 

＜テレ朝 news 2022年 4月 16日＞ https://news.tv-asahi.co.jp/news_society/articles/000251738.html 

 16日夜、東京・板橋区の住宅が密集する地域で火事があり、工場や住宅など合わせて 6棟が焼けました。 

 警視庁と東京消防庁によりますと、午後 7時ごろ、板橋区蓮沼町の住宅街から火が出ました。 

 火元は住宅街にある 2階建ての工場と見られ、そこから周りの住宅に燃え広がり、合わせて 6棟、168平方メ

ートルが焼けました。 

 近くに住む男女 2人が軽傷です。 

 火は 2時間後にほぼ消し止められました。 

 火事があった現場は都営三田線本蓮沼駅から 200メートル離れた住宅が密集する地域です。 

---------- 

・仙台港近くの木工所で火災 サイロ内部のおがくず燃える けが人なし 

＜ミヤギテレビ 2022年 4月 15日 

https://news.yahoo.co.jp/articles/a6401c2589c9cd744461ecf6f82ec116e9e5faa0 

１５日午前１０時過ぎ仙台港近くの木工所で火災が発生しました。けが人はいないということです。 

火災が発生したのは宮城野区港４丁目にある木工所です。消防によりますと１５日午前１０時１６分ごろ木工所

の従業員から「サイロから煙と臭いが出ている」と消防に通報がありました。 

安彦駿之介記者 

「火災のあたった現場です。今のところ火の手や煙は確認できていませんが、消防車両が止まるなどあたりは物々

しい雰囲気です」 

ポンプ車など１４台が出動し約１時間後に鎮圧状態となりました。消防によりますとサイロ内部のおがくずが燃

えたということです。またこの火事によるけが人はいないということです。 

現場は仙台港の北側約５００メートルの場所にあり周辺には工場や物流倉庫が立ち並ぶエリアです。 

-------------------- 

◇その他の事故、事件 

・実習助手、女子生徒３人にわいせつＬＩＮＥ 滋賀県立高 

＜産経新聞 2022年 4月 18日＞ https://www.sankei.com/article/20220418-XNFUB2RL7JKMZJWIU4FLYJJVB4/ 

 滋賀県立甲南高（同県甲賀市）の３０代男性実習助手が、ＬＩＮＥ（ライン）で女子生徒３人にわいせつな内

容のメッセージを送っていたことが分かった。３月下旬に被害生徒１人が教員に相談した。県教育委員会は「調
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査の上、しかるべき対応を取る」としている。 

県教委や甲南高によると、実習助手はＬＩＮＥで性的な内容の質問をし、自宅に誘うなどしていた。実習助手は

現在、自宅待機中だという。 

県教委によると、県立学校の教職員が生徒と交流サイト（ＳＮＳ）で連絡をする場合は、事前に管理職の許可が

必要。実習助手は、３人のうち１人しか許可を取っていなかった。 

-------------------- 

◇事故、事件の続報 

・前理事長出入りで日大を注意 文科省「決別に疑念」 

＜共同通信 2022年 4月 18日＞ https://nordot.app/888684025693618176?c=39546741839462401 

 所得税法違反罪で執行猶予付き有罪判決を受けた日本大の田中英寿前理事長（75）が 13日の刑確定後に大学施

設に出入りしたことについて、文部科学省が「前理事長と決別できていないとの疑念を生じさせる」として日大

を注意したことが 18日、同省への取材で分かった。日大は、今後の施設立ち入りを禁止すると前理事長に通告し

た。 

 前理事長は 13～15日、日大の同窓会組織である校友会の事務局が入る東京都千代田区内の建物を複数回訪問。

校友会幹部や、校友会から選ばれた日大理事と面会した。前理事長は逮捕後に解任されるまで校友会会長を務め

ており、業務引き継ぎなどの目的だったとみられる。 

-------------------- 

◇事故・事件対策、措置、訴訟等 

・“イヌサフラン”は 11人死亡！ 春に「誤食」しやすい有毒植物は？ 

＜otonaxanswer 2022年 4月 18日＞ https://otonanswer.jp/post/111856/ 

 京都市内の子育て支援施設で、ニラと間違って有毒植物のスイセン類を食べ、職員と子ども計 77人のうち、4

～6歳の 12人がおう吐・発熱の食中毒症状を訴えたと、京都市保健所が 4月 11日に発表しました。保健所によ

ると、植物は施設内の園庭栽培していたもので、「ニラのしょうゆ漬け」として昼食に出し、施設職員は「数年前

に知人からニラと言われて譲り受けた」「以前、大人が食べたときは、異常はなかった」と話しているそうです。 

 厚生労働省によると、食べられる植物と間違って有毒な植物を食べてしまい、食中毒が起きる事例が毎年相次

いでおり、ジャガイモやギョウジャニンニクと間違いやすい「イヌサフラン」という植物は、ここ 10年で 11人

の死亡が報告されているということです。春に気を付けたい有毒植物について、厚労省食中毒被害情報管理室の

担当者に聞きました。 

自信なければ食べないように 

Q.4月から 5月にかけて、特に注意すべき有毒植物を教えてください。 

担当者「スイセンやイヌサフラン、バイケイソウなどがあります。スイセンはニラやノビル、イヌサフランとバ

イケイソウの葉は、ギョウジャニンニクなどと間違いやすいです。誤食による食中毒が毎年起きるので、毎年春

先に注意喚起するようにしています。ちなみに、秋はキノコ類の誤食が多いので、秋口にキノコ類について注意

喚起をしています」 

Q.京都市で先日、スイセン類による食中毒が起きました。スイセン類の毒性について、教えてください。 

担当者「『ヒガンバナアルカロイド』が有毒成分となります。食べるとおう吐や下痢を起こし、ひどくなると亡く

なってしまう場合もあります。ここ 10年で 1人の死亡例が報告されています」 

Q.京都市の事例で食中毒症状が出たのは、子どもだけで、同じものを食べた大人は異常がなかったようです。子

どもだけが症状が出たり、症状が強かったりということはあり得るのでしょうか。 

担当者「スイセン類は子どもだけでなく、大人も食べれば食中毒症状を起こす可能性があります。年齢は関係あ

りません。20代でも症状を起こした事例があります（※編集部注:京都市保健所は『正しいニラも同じ園庭に植

えられていた可能性がある』と指摘）」 

Q.厚労省ホームページにある「過去 10年間の有毒植物による食中毒発生状況」を見ると、イヌサフランで 11人

亡くなっています。イヌサフランの有毒成分を教えてください。 

担当者「アルカロイドの『コルヒチン』が有毒成分で、おう吐や下痢のほか、呼吸困難を引き起こす恐れがあり

ます。重症の場合は亡くなることもあり、人間の最小致死量は、体重 50キロの人の場合、コルヒチンとして 4.3



ACSES ニュースレター_２２９９_20220419 

 6 

ミリグラム程度とされています。 

イヌサフランは、春は葉をギョウジャニンニクと間違いやすく、秋には球根がタマネギやジャガイモと間違われ

ることがあります」 

Q.スイセンとニラの見分け方、イヌサフランとギョウジャニンニクの見分け方を教えてください。 

担当者「いずれも葉のにおいなどがポイントとはなりますが、間違いやすい植物なので、自信がない場合は食べ

ない、ということを徹底してください」 

---------- 

・太陽光パネルめぐる諸課題 関係省庁が連携し対策取りまとめへ 

＜NHK 2022年 4月 19日＞ https://www3.nhk.or.jp/news/html/20220419/k10013588101000.html 

太陽光発電が急速に普及する中、急な山の斜面にパネルが設置され、危険なケースが見つかるなど、さまざまな

課題が表面化しています。 

政府は、関係省庁で横串を通す形で、連携して必要な対応策をまとめることになりました。 

温暖化対策の柱として政府は、再生可能エネルギーの導入を拡大する方針を掲げており、このうち太陽光発電は

全国で急速に普及しました。 

しかし、最近は急な山の斜面に太陽光パネルが設置され、土砂災害で周辺の建物や道路に被害を及ぼすケースが

出たり、老朽化したパネルの処分先が見つからなかったりするなど、さまざまな課題が表面化しています。 

これまで関係省庁がそれぞれ独自に動き、対応が十分でなかったことの反省から、政府は関係省庁で横串を通す

形で、連携して必要な対応策をまとめることになりました。 

具体的には、経済産業省や環境省、国土交通省、それに農林水産省が連携して、パネルの設置を制限する区域を

設定します。 

また、法令違反のケースがあった場合、関係省庁で連携を強化します。 

このほか、老朽化したパネルの大量廃棄が想定される中、国に廃棄の届け出があれば速やかに自治体に連絡し、

廃棄処分が適切にできる体制をつくることにしています。 

今後、政府は有識者でつくる検討会を設置し、夏までに対策を取りまとめることにしています。 

********************************************************************************************* 

[2] [特集] 新型コロナウイルス感染症 

[状況] 

◇省庁発表 

・新型コロナウイルス感染症の患者等の発生について（検疫）  

＜厚生労働省 2022年 4月 18日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=6xFOwA6nMEJW_k95Y 

・新型コロナウイルス感染症の現在の状況と厚生労働省の対応について（令和４年４月 18日版）  

＜厚生労働省 2022年 4月 18日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=8wlW2Ba_KFpO5lBhY 

・新型コロナウイルス感染症に関する報道発表資料（発生状況、国内の患者発生、空港検疫事例）を更新しまし

た  

＜厚生労働省 2022年 4月 18日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=k2k2uHbfSDouhgQBY 

・地域ごとの感染状況等の公表について更新しました  

＜厚生労働省 2022年 4月 18日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=Rb_gbqAJnuz4UNHXY 

-------------------- 

[対策・予防] 

◇省庁発表 

・自治体・医療機関向けの情報一覧（事務連絡等）（新型コロナウイルス感染症）2022年を更新しました  

＜厚生労働省 2022年 4月 18日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=5R9AzgCpPkxY8HB3Y 

・自費検査を提供する検査機関一覧を更新しました。  

＜厚生労働省 2022年 4月 18日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=0yl2-DafCHpuxkJBY 

---------- 

◇ワクチン、検査薬、治療薬等 
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・ノババックスのワクチン承認了承 4種類目、武田薬品が国内製造 

＜共同通信 2022年 4月 18日＞ https://nordot.app/888741027016605696?c=39546741839462401 

 厚生労働省の専門部会は 18日、米バイオテクノロジー企業ノババックスが開発した新型コロナウイルスワクチ

ンを承認することを了承した。厚労省は速やかに承認する方針で、国内で使える 4種類目の新型コロナワクチン

となる。武田薬品工業が国内で製造し、流通も担う。 

 18歳以上を対象に 3週間間隔での 2回接種が基本で、3回目の追加接種にも使える見通し。武田薬品が昨年 12

月、厚労省に承認を申請していた。政府は既に計 1億 5千万回分を同社と契約。過去に別のワクチン 

 

・合成たんぱくで抗体作製 遺伝子組み換え、広い使途―米ノババックス製コロナワクチン 

＜時事ドットコム 2022年 4月 19日＞ https://www.jiji.com/jc/article?k=2022041800847&g=soc 

 厚生労働省専門部会が承認を了承した米ノババックス製の新型コロナウイルスワクチンは、遺伝子組み換え技

術を利用し、合成したウイルスのたんぱく質を接種して抗体を得る仕組みだ。「組み換えたんぱくワクチン」と呼

ばれ、Ｂ型肝炎ワクチンなどで幅広く使われており、長期の使用実績がある。 

 日本で接種が進む米ファイザー製や米モデルナ製のワクチンは、遺伝物質メッセンジャーＲＮＡ（ｍＲＮＡ）

の一部を投与する。体内でウイルスのたんぱく質が作られて免疫機能が働き、抗体が作られる。 

 ノババックス製は、新型コロナの遺伝子を基にウイルス表面にあるたんぱく質を合成し、体内に投与する。ワ

クチンの効果を高める免疫補助剤（アジュバント）が添加されている。接種後、体内でたんぱく質が認識され、

抗体を作る細胞が刺激され抗体ができる。この技術はＢ型肝炎や帯状疱疹（ほうしん）、子宮頸（けい）がんのワ

クチンでも使われる。 

 厚労省によると、海外での臨床試験（治験）の結果、副反応の多くは軽度～中等度で一過性だった。倦怠（け

んたい）感や頭痛といった全身反応のうち、重度だった割合はモデルナ製より少なかった。 

 大阪公立大の福島若葉教授（公衆衛生学）は「ノババックス製は１、２回目接種だけでなく、ｍＲＮＡワクチ

ンの副反応がしんどかった場合などに、３回目接種時の選択肢の一つとして活用できるのではないか」と話して

いる。 

 

・接種率、２０～３０代は２割台 ３回目コロナワクチン、年代別初公表―政府 

＜時事ドットコム 2022年 4月 16日＞ https://www.jiji.com/jc/article?k=2022041600236&g=soc 

 新型コロナウイルスワクチンの３回目接種について、政府は１６日までに、年代ごとの接種率を初めて公表し

た。７０代以上が８割を超える一方、２０代は２４．０％、３０代は２５．９％と低調で、若年層への接種が遅

れている現状が浮き彫りとなった。 

 全体の接種率は、１５日時点で４７．１％と半数に近づいている。１１日に公表された年代別で見ると、６０

～６４歳は６６．７％、６５～６９歳は７７．８％で、７０代以上はいずれも８割を超えた。これに対し、５０

代（５１．３％）、４０代（３３．８％）と若くなるにつれて接種率が下がる傾向が見られた。１２～１９歳は５．

４％だった。 

 都道府県別では、２０代、３０代の接種率がいずれも３０％を超えたのは、群馬（３３．０％、３４．２％）、

山口（３２．７％、３５．３％）、長崎（３０．０％、３１．７％）、熊本（３２．３％、３４．４％）の４県だ

った。 

 一方、沖縄ではそれぞれ１４．７％、１９．３％といずれも２割を割り込んだ。２０代だけで見ると、大阪（１

８．３％）、愛媛（１９．４％）が１割台だった。 

 山際大志郎経済再生担当相は１４日、沖縄県に３回目接種を促進するよう要請。政府は大学の集団接種に財政

支援するなどして、若者への接種を加速させたい構えだ。 

 政府は今後、都道府県別も含めた年代別接種率のデータを毎週公表する予定。 

 

・コロナワクチン４回目「希望」５４％ 接種したくない１６％―民間調査 

＜時事ドットコム 2022年 4月 14日＞ https://www.jiji.com/jc/article?k=2022041300140&g=soc 
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・「BA・2」で効果弱まる恐れ 抗体薬のソトロビマブ 

＜共同通信 2022年 4月 18日＞ https://nordot.app/888776143498952704?c=39546741839462401 

 新型コロナウイルス感染症の治療に使われる抗体薬「ソトロビマブ」について、厚生労働省は 18日、オミクロ

ン株の派生型「BA・2」では効果が弱まる恐れがあるとして、注意を呼びかけることを決めた。同日開かれた専門

部会で了承された。 

 BA・2に対しては、まず他の薬などによる治療を考え、使用できない場合にソトロビマブを検討するように添

付文書を改訂する。 

 ソトロビマブは昨年 9月に特例承認され、軽症から中等症の患者に使われている。国内では、BA・2が広がり

つつある。 

---------- 

◇コロナ感染の市民 3万人 大阪・豊中市が後遺症調査へ 

＜朝日新聞 2022年 4月 16日＞ https://www.asahi.com/articles/ASQ4H71RHQ3ZPPTB001.html 

 新型コロナウイルスの感染者の心身には、どんな後遺症が残ったのか。大阪府豊中市が 5月から、市民約 3万

人を対象に調査を始める。コロナの後遺症調査としては「日本で最大規模になる」といい、大阪大学と民間企業

との「公民学連携」で取り組んでいく。 

 市や大阪大学大学院の忽那賢志教授（感染制御学）によると、コロナ感染後の後遺症には嗅覚（きゅうかく）

や味覚の障害、倦怠（けんたい）感、集中力の低下などがあり、長引く症状に不安や悩みを抱える人が増えてい

る可能性がある。だが、いつまで後遺症が続くのか、変異株や治療内容で症状や頻度が変わるのかといった実態

はまだ明らかになっていないという。 

 そこで、豊中市が把握するコロナ感染者約 3万人を対象に、市からアンケートを送ったり、臨床試験（治験）

の支援サービスなどを手がける「Buzzreach（バズリーチ）」（東京都）が開発・運用する情報収集アプリを使った

りして、心身の不調の有無などについて調べることにした。 

 アンケートは 5～7月に送る予定で、後遺症の症状のほか、感染状況や治療内容、ワクチン接種歴などを質問す

る。その結果を忽那教授らが解析して論文を書くなどし、今後の市の保健指導にもいかすという。 

 市役所では 3月 30日、長内繁樹市長や忽那教授らが出席して、調査などに関する覚書締結式があった。長内市

長は「それぞれの得意分野をいかして役割分担しながら、コロナ禍を乗り切っていく象徴的な取り組みを発信し

ていきたい」、忽那教授は「ワクチン接種や治療薬による後遺症への影響などが明らかになってくるのではないか」

と期待を寄せた。 

********************************************************************************************* 

[3] 健康安全 

◇１日１杯でも脳が萎縮 飲酒量が増えると加速 

＜共同通信 2022年 4月 19日＞ https://www.47news.jp/news/7587901.html 

 アルコール依存症などにつながる多量の飲酒は脳の組織の萎縮を引き起こすことが知られている。米ペンシル

ベニア大のチームが英国の約３万７千人の健康データを分析すると、１日にワイン１杯程度の飲酒習慣にとどめ

ている場合でも、脳の萎縮が少しずつ起きる可能性があるとする研究結果をまとめた。 

 少量の飲酒なら健康にプラスに働くとの考え方もあるが、これに見直しを迫る内容と言えそうだ。酒量が増え

ると萎縮の程度が加速的に大きくなる傾向も確かめた。 

 脳の萎縮は認知機能の低下につながりかねない。チームの研究者は「いったん飲んでしまったら、寝る前の『も

う１杯』をがまんすることが脳への影響を抑えるのに役立つ」としている。 

 チームは、英国に住む４０歳以上の男女約５０万人の遺伝情報や生活習慣、磁気共鳴画像装置（ＭＲＩ）によ

る脳画像データなどを集めた「ＵＫバイオバンク」を利用。うち約３万７千人について、過去１年ほどの飲酒習

慣と、脳萎縮の度合いとの関係を分析した。 

 すると飲酒量が増えるに従って、脳の神経細胞が集積する「灰白質」や、神経線維が集まる「白質」の体積が

減少する傾向を確認。１日にワイン１杯程度、またはビール小瓶１本程度の「適量」の飲酒でも、わずかながら

萎縮が起きることを確かめた。 

 飲酒しなくても脳は年齢とともに萎縮するが、５０歳の人では１日の酒量がワイン半杯から１杯に増えると、
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２年分の加齢に匹敵する追加的な影響があるとチームは分析。さらに１日１・５杯に増えると影響は３・５年分

と度合いがより大きくなると指摘している。 

********************************************************************************************* 

[4] 医薬品等 

◇動物用医薬品等取締規則の一部を改正する省令（農林水産省令第 37号） 

   [官報] 令和 4年 4月 18日 本紙 第 717号 2頁 

   https://kanpou.npb.go.jp/20220418/20220418h00717/20220418h007170002f.html 

〇農林水産省令第 37号 

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和三十五年法律第百四十五号）第八

十三条第一項の規定により読み替えて適用される同法第四十九条第一項の規定に基づき、動物用医薬品等取締規

則の一部を改正する省令を次のように定める。 

令和 4年 4月 18日                        農林水産大臣  金子原二郎 

動物用医薬品等取締規則の一部を改正する省令 

動物用医薬品等取締規則（平成十六年農林水産省令第百七号）の一部を次のように改正する。 

次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分（以下「傍線部分」という。）でこれに対応する改正

後欄に掲げる規定の傍線部分があるものは、これを当該傍線部分のように改め、改正後欄に掲げる規定の傍線部

分でこれに対応する改正前欄に掲げる規定の傍線部分がないものは、これを加える。 

改 正 後 改 正 前 

別表第三（第百六十八条関係） 

牛、馬、めん羊、山羊、豚、犬、猫又は鶏に使用す

ることを目的とするものであって、次に掲げるもの、

その誘導体及びそれらの塩類並びにこれらを含有する

製剤。ただし、製剤である外用剤（抗菌性物質製剤で

ある眼適用及び子宮内適用の外用剤、オフロキサシン

を含有する外皮用剤、オルビフロキサシンを含有する

外皮用剤、イベルメクチンを含有する外皮用剤（犬又

は猫に使用することを目的とするものに限る。）、黄体

ホルモンを含有する膣内適用の外用剤、シクロスポリ

ンを含有する眼適用の外用剤、セラメクチンを含有す

る外皮用剤、モキシデクチンを含有する外皮用剤（犬

又は猫に使用することを目的とするものに限る。）、エ

プリノメクチンを含有する外皮用剤（猫に使用するこ

とを目的とするものに限る。）、ラタノプロストを含有

する眼適用の外用剤、イドクスウリジンを含有する眼

適用の外用剤並びにマルボフロキサシンを含有する外

皮用剤を除く。）を除く。 

一～百四十四 (略) 

別表第三（第百六十八条関係） 

牛、馬、めん羊、山羊、豚、犬、猫又は鶏に使用す

ることを目的とするものであって、次に掲げるもの、

その誘導体及びそれらの塩類並びにこれらを含有する

製剤。ただし、製剤である外用剤（抗菌性物質製剤で

ある眼適用及び子宮内適用の外用剤、オフロキサシン

を含有する外皮用剤、オルビフロキサシンを含有する

外皮用剤、イベルメクチンを含有する外皮用剤（犬又

は猫に使用することを目的とするものに限る。）、黄体

ホルモンを含有する膣内適用の外用剤、シクロスポリ

ンを含有する眼適用の外用剤、セラメクチンを含有す

る外皮用剤、モキシデクチンを含有する外皮用剤（犬

又は猫に使用することを目的とするものに限る。）、エ

プリノメクチンを含有する外皮用剤（猫に使用するこ

とを目的とするものに限る。）、ラタノプロストを含有

する眼適用の外用剤並びにイドクスウリジンを含有す

る眼適用の外用剤を除く。）を除く。 

 

一～百四十四 (略) 

附 則 

この省令は、公布の日から施行する。 

---------- 

◇使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部を改正する告示（厚生労働省告示第 164号） 

   [官報] 令和 4年 4月 19日 号外 第 86号 1～5頁 

   https://kanpou.npb.go.jp/20220419/20220419g00086/20220419g000860001f.html 

---------- 

◇療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等の一部を改正する件（厚生労

働省告示第 165号） 
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   [官報] 令和 4年 4月 19日 号外 第 86号 5～7頁 

   https://kanpou.npb.go.jp/20220419/20220419g00086/20220419g000860005f.html 

---------- 

◇厚生労働大臣が定める傷病名、手術、処置等及び定義副傷病名及び厚生労働大臣が指定する病院の病棟におけ

る療養に要する費用の額の算定方法第一項第五号の規定に基づき厚生労働大臣が別に定める者の一部を改正する

告示（厚生労働省告示第 166号） 

   [官報] 令和 4年 4月 19日 号外 第 86号 7～12頁 

   https://kanpou.npb.go.jp/20220419/20220419g00086/20220419g000860007f.html 

********************************************************************************************* 

[5] 温暖化対策関係 

◇大気中のメタン濃度 観測開始以降で最高に 自然由来の可能性も 

＜NHK 2022年 4月 18日＞ 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20220418/k10013586671000.html?cid=orjp-noltop-news-5 

強い温室効果があるとされる「メタン」の大気中の濃度が去年、2010年以降で最も高くなり、前の年からの上昇

幅も最大となったことが人工衛星の観測で分かりました。研究者は、人為的な要因よりも自然現象に由来してい

た可能性があり、今後、削減対策を検討するうえでは自然由来の排出も考慮する必要があるとしています。 

「メタン」は、田んぼなどの湿地にいる微生物から作られるほか、牛のゲップや化石燃料の採掘などで排出され

ていて、二酸化炭素のおよそ 30倍の温室効果があるとされています。 

温室効果ガスを観測している日本の人工衛星「いぶき」のデータによりますと、去年 1年間を平均した地球全体

の大気中のメタンの濃度は 1857ppbでした。 

2010年の観測開始以降毎年、上昇を続け、去年は最も高い濃度となり、おととしと比べた上昇幅も 17ppbと、こ

れまでの平均の 2倍に上り最大になったということです。 

「いぶき」の分析を行っている国立環境研究所の伊藤昭彦室長は「去年は新型コロナウイルスの影響で経済活動

が停滞していたため、自然の変動が主な要因だった可能性がある」としています。 

そのうえで「人為的な排出を削減していくのが基本だが、今後は、自然変動によって濃度上昇が起きることも考

慮して削減の計画を立てていく必要があるのではないか」と指摘しています。 

---------- 

◇氷床崩壊→海流停止→森林枯死 気候変動、迫る「ドミノ倒し」の危機 

＜朝日新聞 2022ねｎ4月 16日＞ https://www.asahi.com/articles/ASQ4H3RPBQ3ZULBJ018.html 

 グリーンランドや南極の氷床が解け、大西洋の海流が止まり、アマゾンの森林が枯れる――。地球温暖化が進

むと、ある時点で突然このような環境の激変が起こると言われている。 

 ティッピングポイント（転換点）と呼ばれ、もはや後戻りできない変化が起きる。しかも、こうした現象がド

ミノ倒しのように連鎖する恐れがあることが分かってきた。予兆と見られる現象はすでに起きていると指摘され

る。 

 3月半ば、南極東部に張り出した、コンガー棚氷が崩壊した。東京 23区の 2倍近い面積が、次々と氷山となり、

南極の海に散らばった。「棚氷全体がたった 2週間で壊れた。かなりの打撃だ」。米メリーランド大の氷河学者ク

リストファー・シューマン氏は米航空宇宙局のサイトでコメントした。南極付近には暖かい「大気の河」が流れ

込んでおり、3月 18日には、内陸のコンコルディア基地で、例年より 40度近く高い記録的高温が観測された。 

 南極大陸の上には、降り積もった雪が重なってできた氷床がある。厚さは平均約 2500メートルもあり、氷床が

海に張り出したものが棚氷だ。氷床が海に流れ出すのをダムのように食い止めており、「南極の安全バンド」と呼

ばれる。 

 ただ、海水や波がぶつかることで、浮かんでいる棚氷は底から解け出し、もろくなる。棚氷がなくなれば、多

くの氷床が流れ出して氷山になる。世界的な海面上昇につながりかねない。西南極でも棚氷の崩壊が分かってお

り、世界中の研究者が注目する。この地域全体の氷床が不安定化すれば数百～数千年かけて世界全体で 3メート

ルの海面上昇が起きるという。 

 緩やかに見えた温暖化の影響が、ある時点を越えると突然激化し、後戻りできない変化を引き起こす――。テ
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ィッピングポイントの考え方は、2001年の国連気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の報告書ですでに言及さ

れている。 

 南極の氷床融解も重要な要素だ。現在の南極の状態をすでにティッピングポイントを越えているとみる研究者

もいるが、評価は一致していない。 

 南極の氷床を研究する海洋研究開発機構（JAMSTEC）の草原和弥研究員は、「南極の氷山が分離することは、珍

しいことではなく、ティッピングポイントかどうかは分からない。ただ、どれぐらいの頻度で起きるかが興味深

い」と話す。 

 従来、ティッピングポイントに至るのは、温暖化による産業革命前からの気温上昇が 5度近くになる場合だと

考えられていた。 

 しかし、近年、世界中で予兆… 

---------- 

◇手遅れになる前に… カキ養殖に忍び寄る気候変動の影響 

＜毎日新聞 2022年 4月 19日＞ https://mainichi.jp/articles/20220418/k00/00m/040/180000c 

 日本のカキ養殖の現場で気候変動の影響が表れ始めている。二酸化炭素（CO2）濃度上昇に伴う「海洋酸性化」

が進行し、一時的にカキの生育に適さないレベルに達していることが初めて確認されたと北海道大の研究者らの

チームが発表した。今のところカキの生育への影響はみられないが、関係者は観測と対策の重要性を訴えている。 

 「海洋酸性化はじわじわと進行している現象で、『気づいたときには手遅れ』となってしまうことが怖い」。

日本のマガキ生産額の約 8割を占める宮城、岡山、広島の 3県の養殖海域での調査や分析に参加した藤井賢彦・

北海道大准教授（環境科学・海洋学）は話す。 

 海洋酸性化は、大気中の CO2を海洋が吸収して、現在は弱アルカリ性の海水の酸性化が長期にわたって進行す

る現象。国連の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の報告書（2013年）によると、数値が小さいほど酸性度

が高いことを示す「水素イオン指数（pH）」は、CO2増加により海の表層水で産業革命前に比べて 0・1程度低下

した。酸性度が高くなると、貝や甲殻類などは炭酸カルシウムの殻や骨格などを作りにくくなる。米国西海岸で

は 05～09年、海洋酸性化の影響とみられる養殖マガキの幼生大量死が発生し、世界的に注目が集まった。 

 日本での調査は、日本財団と NPO法人「里海づくり研究会議」が中心となって進める「海洋酸性化適応プロジ

ェクト」の一環。3県の養殖場や周辺海域で、20年 8月（広島県は 21年 6月）～21年 12月、pHや、生物の炭酸

カルシウムの作りやすさを示す「アラゴナイト飽和度」を調べた。アラゴナイト飽和度は pHや水温などから算出

するもので、値が 1を下回ると化学的に炭酸カルシウムを作れなくなるとされる。 

---------- 

◇植物と微生物で燃料電池 山口大、野菜育てながら発電 

＜日経新聞 2022年 4月 18日＞ https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC0639V0W2A400C2000000/ 

---------- 

◇三井物産、空気中の CO2回収 英新興と事業化調査 

＜日経新聞 2022年 4月 17日＞ https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC01DCW0R00C22A4000000/ 

---------- 

◇東京ガス、合成メタンを製造 脱炭素へ 25年にも供給 

＜日経新聞 2022年 4月 16日＞ https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC0117Z0R00C22A4000000/ 

********************************************************************************************* 

[6] 環境安全関係 

◇「環境基準等の設定に関する資料集」の公開について 

＜環境省 2022年4月18日＞ https://www.env.go.jp/press/110926.html 

＜国立環境研究所 2022年4月18日＞ https://www.nies.go.jp/eqsbasis/ 

１． 2022（令和４）年３月30日に国立研究開発法人国立環境研究所環境リスク・健康領域の大野浩一らの研究チ

ームは、同研究所のウェブサイトにおいて「環境基準等の設定に関する資料集」を公開しました。 

２. 1969（昭和44）年２月に、いおう酸化物に係る環境基準が閣議決定により最初に定められて以降、多く の

項目について環境基準やそれに準ずる指針値の設定・改定が行われてきました。しかし、その経緯や設定根拠に
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ついては資料として一元的に取りまとめられていませんでした。 

３．「環境基準等の設定に関する資料集」は、国立環境研究所が、環境省水・大気環境局の協力の下、関連する過

去の審議会等の答申、報告、配付資料や通知等を収集し、それぞれの基準値・指針値の設定の経緯や根拠につい

て一元的に取りまとめたものです。 

■ 資料集の概要 

「環境基準等の設定に関する資料集」は、環境汚染を防止するための施策の目標である環境基準やそれに準ずる

指針値が設定された経緯や設定根拠に関する資料を一元的に取りまとめたものです。 

■ 資料集公開の趣旨 

環境基準は1967（昭和42）年に制定された公害対策基本法第９条に、「人の健康を保護し、及び生活環境を保全す

る上で維持されることが望ましい基準」と規定され、環境基本法にも引き継がれてきた、環境政策の目標として

重要な位置づけを持つものです。1969（昭和44）年２月に、いおう酸化物に係る環境基準が閣議決定により最初

に定められて以降、多くの項目について環境基準やそれに準ずる指針値の設定・改定が行われてきましたが、そ

の経緯や設定根拠については、資料として一元的に取りまとめられていませんでした。 

環境基準等がどのような科学的根拠に基づき、どのような過程を経て決められたかを整理したものは、科学と政

策決定との関係を考えていく上で重要な情報源となります。このため、今般、国立環境研究所において、環境省

水・大気環境局の協力の下、関連する過去の審議会等の答申、報告、配付資料や通知、解説等を収集し、それぞ

れの基準値・指針値の設定の経緯や根拠について取りまとめ、資料集として公開しました。 

■ 資料集の構成 

〇  趣旨 

〇  環境基準とは 

環境基準の位置づけと性格 

環境基準の目的 

環境基準の決め方 

環境基準の設定に至らない場合 

〇  資料集の内容に関する留意点 

〇  各資料へのリンク 

  第１章 大気 

  第２章 水質 

  第３章 土壌 

  第４章 騒音 

  第５章 資料集作成関係者一覧 

〇  環境基準値へのリンク 

（以下略） 

■ 対象となる読者層と今後への期待 

環境汚染対策に関するレギュラトリーサイエンス（規制・政策の土台となる科学）研究を行っている研究者、国・

地方公共団体、環境保全対策に関わっている事業者（民間企業等）、環境問題に興味を持つ学生・一般市民といっ

た幅広い読者層を対象にしています。 

本資料が、多くの方々にとって、環境規制や環境リスクの評価・管理の考え方に対する理解を深めていただくき

っかけとなることを期待しています。  

********************************************************************************************* 

[7] 調査、公募、意見募集等 

[公募、意見募集等] 

◇消防防災科学技術研究推進制度の令和４年度緊急枠研究開発課題の募集 

＜総務省消防庁 2022年 4月 19日＞ https://www.fdma.go.jp/pressrelease/houdou/2022/ 

https://www.fdma.go.jp/pressrelease/houdou/items/a343e1ebeccf4ba9ddfe339b1d870ba995578691.pdf 

消防庁では、消防防災分野における課題解決や重要施策推進に資するため、消防防災科学技術研究推進制度（競
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争的資金）により研究開発を推進しています。 

令和３年 12月に大阪市北区において多数の死傷者を伴うビル火災が発生したことから、ガソリン火災対策に資

する資機材等の開発を目標に、緊急枠として研究開発課題を募集しますので、公表します。 

１．募集期間 

令和４年４月 18 日（月） ～ 令和４年５月 30 日（月） 12 時まで 

２．対象とする研究開発課題 （募集概要、研究開発期間等は別紙１を参照） 

○ テーマ設定型研究開発（消防庁があらかじめテーマを設定するもの） 

 ・重要施策プログラム【ガソリン火災対策に資する資機材等の開発】 

３．応募方法 

公募要領（https://www.fdma.go.jp/mission/develop/develop001.html）に従い、府省共通研究開発管理システ

ム（e-Rad）により申請を行ってください。  

---------- 

◇令和４年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業）

の公募開始について 

＜環境省 2022年4月18日＞ https://www.env.go.jp/press/110938.html 

---------- 

◇令和４年度「我が国循環産業の海外展開事業化促進業務」及び 「我が国循環産業の戦略的国際展開による海外

でのＣＯ２削減支援事業」の公募を開始します 

＜環境省 2022年4月18日＞ https://www.env.go.jp/press/110936.html 

---------- 

◇令和 4年度「予防・健康づくりの社会実装に向けた研究開発基盤整備事業（ヘルスケア社会実装基盤整備事業）」

（AMED事業）の公募を開始しました  

＜経済産業省 2022年 4月 18日＞ 

https://www.meti.go.jp/press/2022/04/20220415005/20220415005.html?from=mj 

********************************************************************************************* 

[8] その他省庁発表 

◇輸入割当てを受けるべき貨物の品目、輸入の承認を受けるべき貨物の原産地又は船積地域その他貨物の輸入に

ついて必要な事項の公表の一部を改正する件（経済産業省告示第 101号） 

   [官報] 令和 4年 4月 19日 号外 第 86号 13頁 

   https://kanpou.npb.go.jp/20220419/20220419g00086/20220419g000860013f.html 

○経済産業省告示第 101号 

 輸入貿易管理令（昭和二十四年政令第四百十四号）第三条第一項の規定に基づき、昭和四十一年通商産業省告

示第百七十号（輸入割当てを受けるべき貨物の品目、輸入の承認を受けるべき貨物の原産地又は船積地域その他

貨物の輸入について必要な事項の公表）の一部を次のように改正し、公布の日から施行する。 

令和 4年 4月 19日                        経済産業大臣  萩生田光一 

 次の表により、改正前欄に掲げる規定の下線を付した部分は、これに対応する改正後欄に掲げる規定の下線を

付した部分のように改める。 

 ―省略―  該当貨物：ジルコニウムの管 

********************************************************************************************* 

[9] 関連会議等の開催案内、記録・報告、資料等 

[開催案内] 

・令和４年５月の石綿健康被害判定小委員会・分科会の開催について   ５月9、16、19、24、27日 

＜環境省 2022年4月18日＞ https://www.env.go.jp/press/110934.html 

   医学的判定に係る調査審議（中皮腫・肺がん・石綿肺・びまん性胸膜肥厚） 

・防災科学技術委員会（第 55回）の開催について   4月 22日 

＜文部科学省 2022年 4月 18日＞ 
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https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu2/kaisai/1421495_00010.html 

1. 分野別研究開発プラン等について 

2. 防災科学技術政策の現状等について 

3. その他 

-------------------- 

[開催記録、報告、資料等] 

・第 147回疾病・障害認定審査会感染症・予防接種審査分科会 審議結果  

＜厚生労働省 2022年 4月 18日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=I9mGCMZv-IqeNoKxY 

・感染症・予防接種審査分科会予防接種健康被害再審査部会 審議結果  

＜厚生労働省 2022年 4月 18日＞ https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=K9GOAM5n8IKWPou5Y 

********************************************************************************************* 

[10] その他 

◇インフルエンザ、感染症関係 

・梅毒患者が急増 過去最多の 21年同期比 1.6倍 10年続く流行 

＜毎日新聞 2022年 4月 19日＞ https://mainichi.jp/articles/20220418/k00/00m/040/293000c 

 かつてはめったに診断することがない「幽霊病」と言われた性感染症、梅毒が急増している。今年は 4月 3日

までの患者数が 2397人で、過去最多を記録した 2021年の同じ期間と比べると 1・6倍に上る。その感染の広がり

から専門医は「もはや普通の性感染症になった」と指摘する。 

 梅毒は 11年以降増加に転じ、13年から爆発的に増えた。昨年は 7875人（速報値）が確認され、これまで最多

だった 7007人（18年）を更新した。22年は 4月 3日現在、全国で 2397人（速報値）が報告され、前年同時期の

1475人と比べ、著しく増加している。 

 10年以上に及ぶ流行拡大の背景には、海外客の増加や会員制交流サイト（SNS）などを介した出会いがあると

されるが、詳しい原因はわかっていない。梅毒の患者と性交渉した場合の感染率は 3割程度と高く、感染に気づ

かないまま検査や治療に結びつかず、拡大のスピードが増していると考えられる。 

 梅毒は「梅毒トレポネーマ」という細菌が、性行為などによって性器や口などの皮膚や粘膜の目に見えない小

さな傷から侵入して感染する。感染後 2～3週間で性器などに耳たぶの軟骨ぐらいの硬さのしこりができる。2～3

カ月後には手のひらや足の裏など全身に発疹が出るが、痛みやかゆみがないことがほとんどだ。 

 早期に経口薬を服用すれば回復するが、感染に気づかずに放置すると、数年から十数年をかけて、脳や目、心

臓、神経などを侵し、重大な合併症を引き起こして命を落とすこともある。一度かかれば二度とかからない終生

免疫は付かず、何度も感染する可能性がある。 

 「梅毒はもはや普通の性感染症として定着してしまった」。東京都新宿区の新宿レディースクリニック院長の

釘島ゆかり医師はこう強調する。同クリニックでは、昨年 8月から梅毒の診断が顕著に増加し、今年 1、2月の患

者数はそれぞれ 19人、12人と過去 5年間で最多だった。 

---------- 

・北海道における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確認（国内 21例目）及び「農林水産省鳥インフルエン

ザ防疫対策本部」の持ち回り開催について 

＜農林水産省 2022年 4月 16日＞ https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/220416_6.html 

・北海道における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確認（国内 20例目）及び「農林水産省鳥インフルエン

ザ防疫対策本部」の開催について 

＜農林水産省 2022年 4月 16日＞ https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/220416.html 

-------------------- 

◇その他 

・私大の 4分の 1が慢性赤字 先端教育投資に足かせ 日経集計 

＜日経新聞 2022年 4月 18日＞ https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUE2788A0X20C22A1000000/ 

私立大学の経営改革が行き詰まっている。全国 600校以上ある私大の運営法人の 4分の 1が慢性的な経常赤字に

陥っていることが明らかになった。大学が増える中で少子化が急進し、赤字校の 7割は学生を計画通りに獲得で
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きていない。デジタル化など時代の変化に対応する教育の実現には大学の安定した財務と適切な投資が欠かせず、

再編も視野に入れた対策が急務となる。 

日本経済新聞は全国 572学校法人（616校）の決算情報を... 

---------- 

・大学 3年夏が事実上の就活開始に  産学と政府、インターン情報活用 

＜共同通信 2022年 4月 18日＞ https://nordot.app/888715964864823296?c=39546741839462401 

 経団連と大学側でつくる産学協議会は 18日、インターンシップ（就業体験）での評価といった学生の情報を、

採用選考で活用できるようにすることで合意した。2024年度卒の学生からの適用を目指す。情報を利用できない

としてきた政府も協議会の要請を受け入れ、従来の方針を見直すことを決めた。大学 3年夏のインターンが事実

上、就職活動の開始と位置付けられる可能性がある。 

 インターン情報の活用で企業側は人材確保の選択肢が広がり、学生は自らの適性を見極められる利点がある。

一方で就活の前倒しにつながり、大学教育の空洞化が進むことも懸念される。 

 
---------- 

・給付型奨学金、理工農学系や子供３人以上の世帯で拡充へ…年収上限６００万円目安に 

＜読売新聞 2022年 4月 18日＞ https://www.yomiuri.co.jp/politics/20220417-OYT1T50242/ 

 政府の「教育未来創造会議」（議長＝岸田首相）が５月にまとめる提言に、中間層世帯の大学生らを対象とする

新たな修学支援が盛り込まれることが分かった。既存の給付型奨学金や授業料減免の支援制度を拡充し、世帯年

収の目安が３８０万～６００万円の家庭への支援を新設する。理工農学部系の学生や子どもが３人以上の多子世

帯が対象となる見通しだ。中間層の教育費負担を軽減する狙いがある。 

 現在、大学の学部生などが対象の給付型奨学金制度は、主に低所得層向けで、中間層の多くは貸与型を利用し

ている。現行の給付型奨学金制度は、親の年収や学校の国公私立の別などに応じて、授業料や入学金の減免額と

生活費などを賄う奨学金の支給額が決まる。 

 現行制度では、私立大学に通う独り暮らしの学生の場合、全額支援を受けられる住民税非課税世帯で、給付型

奨学金が年約９１万円、授業料減免が年約７０万円となる。新たに拡充される、年収の目安が３８０万～６００

万円の世帯の学生に対する支給額は、全額支援の４分の１程度になる見込みだ。 

 理工農学部系は実習や実験が多く、授業料が高額になる傾向がある。多子世帯では、高卒後の大学進学希望の

割合が平均より低く、就職の割合が高いとの調査結果もある。理工農学部の女子学生に支援を手厚くする案も出

ている。 

 岸田首相は３月の教育未来創造会議で、学生が就職後、一定の年収に達した段階から授業料を返済する「出世

払い」方式の奨学金制度創設に向けた検討を指示した。５月の提言に向け、対象範囲などに関する検討が続いて

いる。 

---------- 

・学術会議の任命問題、臨時総会も 梶田会長「粘り強く交渉」 

＜共同通信 2022年 4月 18日＞ https://nordot.app/888715606634594304?c=39546741839462401 

 日本学術会議の総会が 18日、都内で 2日間の日程で始まり、梶田隆章会長が、拒否されている会員候補 6人を

任命するよう引き続き政府に求める考えを強調した。「一日も早い問題解決のために対話を重ねる。粘り強く交
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渉する」と述べた。今後、会議として対応策を協議する必要があれば臨時総会を招集する方針も示し、賛同を得

た。 

 梶田氏は、政府の立場と隔たりが大きいとしつつ「解決の道を考えるという点では一致している」と説明した。

松野官房長官との早期の再会談に意欲を見せた。 

 梶田氏は 1月に岸田首相、3月に松野氏と会談。岸田氏らは「手続きは終了したものと承知している」と応じ

ていない。 

******************************************************************* 以上 ******************** 


	発行：NPO法人教育研究機関化学物質管理ネットワーク（ACSES）事務局
	―目次（16頁）―
	[1] 化学物質関係事故、事件関係
	[2] [特集] 新型コロナウイルス感染症
	[3] 健康安全　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瑠璃雛菊（ルリヒナギク、ブルーデージー）
	[5] 温暖化対策関係
	◇氷床崩壊→海流停止→森林枯死　気候変動、迫る「ドミノ倒し」の危機<新聞報道>
	◇植物と微生物で燃料電池　山口大、野菜育てながら発電<新聞報道>
	◇三井物産、空気中のCO2回収　英新興と事業化調査<新聞報道>
	◇東京ガス、合成メタンを製造　脱炭素へ25年にも供給<新聞報道>
	[6] 環境安全関係
	◇「環境基準等の設定に関する資料集」の公開について<環境省・国立環境研究所>
	[7] 調査、公募、意見募集等
	[8] その他省庁発表　　１件
	[9] 関連会議等の開催案内、開催記録・報告、資料等

	[1] 化学物質関係事故、事件関係

	・“イヌサフラン”は11人死亡！　春に「誤食」しやすい有毒植物は？
	[2] [特集] 新型コロナウイルス感染症
	----------
	----------

	◇植物と微生物で燃料電池　山口大、野菜育てながら発電
	◇三井物産、空気中のCO2回収　英新興と事業化調査
	◇東京ガス、合成メタンを製造　脱炭素へ25年にも供給
	*********************************************************************************************


